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本日の主な内容

○新型コロナウイルス感染症

・陽性者数の推移、地域別･年齢別等の状況

・主な対策の10の特長

・今後の基本的な対応の方向性

○危機管理・防災

・プロアクティブの原則

・お知らせ（BCP策定支援など）
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新型コロナウイルス

感染症

[参考] 9/16(水) 「新型コロナ現場の

皆さんとの意見交換会」

於：兵庫勤労福祉センター
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新規陽性者数の1週間移動平均は119.7で「感染拡大特別期｣ （11/23時点）

陽性者数の3/1からの累計4,775人、死亡139人（11/22時点）

8/8
48(人/日)

4/7 国による
緊急事態宣言

5/21
緊急事態
宣言解除

県内陽性者数の推移

11/23
119.7(人/日)

5/17～6/18
新規感染者ゼロ
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フェーズの基準化

第一波での対応状況や国の基準などを踏まえ、フェーズごとの対応
基準を策定
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県内地域別(管轄保健所別)の状況

神戸・阪神間で７割程度を占める傾向が概ね続いている

（大規模なクラスターが発生すると割合は変化する）

  ～  9
 9 ～  23

 23 ～  96
 96 ～ 207
 207 ～  

（以上～未満）

中播磨
朝来

豊岡

赤穂

洲本

加東

神戸市
姫路市

加古川

明石市

丹波

芦屋

西宮市

尼崎市

伊丹

宝塚

龍野

表：6/19～11/17の状況

図：3/1～8/31の状況
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県内年齢別・感染経路別の状況

30歳台以下で約半数を占める（大規模なクラスターが発生すると割合は変化する）

感染経路では、クラスター、家庭、職場等が多い

表：年齢別（「6/19～11/17の状況） 表：感染経路別（6/19～11/17の状況）
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県の体制

兵庫県新型コロナウイルス
感染症対策本部

［本部長］

知事

［事務総長兼副本部長］

金澤副知事

［副本部長］

荒木副知事、防災監

［本部員］

各部長、教育長、

警察本部長 等

（各部）企画県民部
健康福祉部
産業労働部等

事務局
(右図)
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主な対策の10の特長

１ 「対処方針」に基づく総合的な対応
・ 状況把握や分析を行い、医療・検査体制の構築をはじめ、

学校や社会教育施設、公園等の休業・再開、外出やイベン
ト開催の自粛要請、社会福祉施設等の感染防止対策、事業
活動への支援など、多様な課題について、対策全般にわた
る対処方針を定め、対策の全体像を県民に明らかにしなが
ら、事態の推移に応じて改定。

２ フェーズに応じた機動的医療体制の構築
・ 重症対応110床を含む663床の入院病床と最大700室程度の療養施設を確保

するなど、一般医療にも配慮したフェーズに応じた機動的な医療体制を構築。

３ 病院ネットワークの構築による病床の確保
・ 県立加古川医療センターを「新型コロナウイルス感染症拠点病院」に、神戸

市立医療センター中央市民病院及び県立尼崎総合医療センターを「新型コロ
ナウイルス感染症重症等特定病院」に位置づけ、重症者対策を推進。
・ 公立病院、大学病院、民間病院が役割分担のうえネットワークを構築し、病
床の確保等を図り、円滑な患者受け入れを実施。
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主な対策の10の特長

４ 原則全員入院、「自宅療養者ゼロ」の堅持
・ 軽症患者のための宿泊療養施設 (ホテル等）を順次開設。

・ 陽性者は原則全員入院し、医師の判断に基づき宿泊療養へ移行するシステ
ムを確立。

※ 1日あたり100人以上の新規感染者が続くと、上表の体制であっても病床の
ひっ迫を招くことになりかねないことに十分注意して対応
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主な対策の10の特長

５ 入院コーディネートセンターの早期設置・運用
・ 全国に先駆けて新型コロナウイルス入院コーディネートセンター（CCC-

hyogo)を設置・運営。
・ EMIS（広域災害・救急医療情報システム）に本県独自の機能を付加して、コロ
ナ患者や病床に関する情報の共有や一元管理を行い、各医療機関と交渉のう
え、入院先となる受入先の確保や宿泊療養施設との転所調整を実施。

６ 医療資機材の供給・長期備蓄
・ 県の一括購入や国からの提供、民間等からの寄贈により確保した医療資機

材を医療機関に供給するとともに、医療機関で概ね３か月分を確保し、さらに
概ね６か月分の使用量相当を医療機関に代わり県で保管。
・ 海外（広東省・海南省等）との相互扶助によるマスクなどの医療物資の確保・
供給。

７ 高齢者施設・障害者施設における事業継続のための応援
スキームの構築

・ 感染者発生に伴う職員不足に対応できるよう、関係団体の協力を得て、施設
等に応援職員の派遣や衛生物資等の提供を行う「応援スキーム」を全国に先
駆けて構築。 11



主な対策の10の特長

８ フェーズに応じた社会活動制限のシナリオ化
・ 感染増加の状況を想定し、フェーズに応じて社会活動制限を順次強化するシ

ナリオを予め作成し運用。

９ 融資や支援金など多様なメニューによる事業活動の支援
・ 事業継続のための資金繰り支援に万全を期すため、６資金の融資メニューを

充実化。資金を潤沢に用意し、金融機関・信用保証協会との連携による迅速な
融資審査を実現。あわせて、休業要請等により影響を受けた事業者へ支援金
を支給するとともに、事業再開に向けた感染防止対策等の取組を支援。

10 知事メッセージによる発信の強化
・ 対策本部会議終了後、速やかに知事記者会見を行うとともに、特に重要な内

容は「知事メッセージ」として、県民や事業者等の方々に呼びかけるなど発信を
強化。

※「新型コロナウイルス感染症対策の分析・検証 第1次報告」（R2.10.26）より
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今後の基本的な対応の方向性

１ 感染の早期発見、濃厚接触者・関係者の早期確定と、二次・三次
感染の防止

・ フェーズに応じた医療体制の確保

・ 地域外来・検査センターの拡充、民間検査機関の活用等による検査体制の強化

・ 積極的疫学調査の実施体制の強化

２ 感染拡大防止と社会経済活動の両立

・ 「３密」の回避、身体的距離の確保、マスクの着用など｢ひょうごスタイル｣の推進

・ ガイドラインに基づく感染防止対策の徹底と「感染防止対策宣言ポスター」の掲示

・ 「兵庫県新型コロナ追跡システム」の登録促進

３ 一律規制ではなく感染の状況を踏まえたターゲット型の対策の推進
・ 感染防止策がなされていない感染リスクの高い施設の利用自粛

・ 休業要請の対象地域や施設の設定

・ 高齢者施設等における施設内感染防止対策の推進

※「新型コロナウイルス感染症対策の分析・検証 第1次報告」（R2.10.26）より
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お客様に安心を与える２つのコロナ対策

「感染防止対策宣言ポスター」の掲示 ※県HPから入手可能

「兵庫県新型コロナ追跡システム」への登録、掲示
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感染症対策の基本

手洗い、マスク、身体的距離の確保、3密の回避、換気の徹底

感染症に対する正しい理解を深め、憶測やデマに惑わされず、

医療関係者、患者関係者などへの風評被害・差別を防止
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感染防止のために、注意すべき「５つの場面」

１ 飲酒を伴う懇親会等

２ 大人数や長時間におよぶ飲食
（飲食店を利用する場合は、家族や介助者等を除き

「４人以下の単位」ごと）

３ マスクなしでの会話

４ 狭い空間での共同生活

５ 休憩室、喫煙所、更衣室等
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危機管理・防災
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危機管理・防災の対象

＜自然災害＞
□ 内陸型地震 □ 海溝型地震・津波

□ 風水害（台風、高潮、豪雨、土砂災害、竜巻など）

□ 火山噴火（※兵庫県内に活火山はない）

□ 豪雪

＜危機管理事案＞
□ 原子力事故

□ 大規模事故（航空事故、鉄道事故、海上事故など）

□ 国民保護（武力攻撃、テロ）

□ 感染症（新型コロナウイルス感染症、新型インフルエンザ）

□ （重大家畜伝染病）
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災害 ＝ 外力 × 社会の脆弱性

(Disaster)     (Hazard)           (Vulnerability)

災害の危機管理とは

外力（ハザード）を知り、弱いところを知り、対策を行う。
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プロアクティブの原則

危機管理における３つの行動原理

これが当たり前のこととして通用する組織風土（災害文化）の醸成
が必要

○ 疑わしいときは行動せよ

○ 最悪事態を想定して行動せよ

○ 空振りは許されるが見逃しは許されない

（プロアクティブ：「先を見越した」、「先んじた」の意味。）
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危機に関する心理について
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「正常性バイアス」

：思い込みによって、頭が非常事態であるという認識に
切り替わらないこと（異常を正常の範囲内と捉える）

「同調性バイアス」

：多数意見が正しいと思い込むこと

(津波からの避難の場合)



『災害』

(Disaster) 『応急対応』

(Response)

災害直後の
救急・救援等

『復旧・復興』

(Rehabilitation や

Recovery)

『被害抑止』

(Mitigation)

耐震化、施設の建設等（減災）

『事前準備』

(Preparedness)

訓練、協定、
ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの提供等

災害対策のサイクル
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南海ﾄﾗﾌ地震・津波対策ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
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企業BCP(事業継続計画)の策定支援

○企業BCPの策定支援
・企業がＢＣＰ策定に取り組む経費を県が補助

（１事業所あたり上限５万円）
・感染症想定も可能。帰宅困難者対策も盛り込む
・講師謝金、旅費、印刷製本費、書籍購入費、委託料等

企業が取り組むＢＣＰ策定
経費等を補助

※Business Continuity Plan

・企業が帰宅困難者対策の研修・訓練に取り組む経費を県が補助

（１事業所あたり上限５万円）
・講師謝金、旅費、研修費、消耗品費(アルファ化米)等

○帰宅困難者対策の推進補助



兵庫県ＣＧハザードマップ

各種ハザード（洪水、土砂、津波、高潮、ため池）を、公開中

[縮尺1/10000まで拡大可能（100mが1cm）]
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現在地

GPS機能で現在地
周辺図を表示



ひょうご防災ネット（スマートフォンアプリ）

兵庫県及び県内市町からの「避難に関する情報」などの緊急
情報や、地震・津波・気象警報、コロナウイルスに関連する
最新の「知事メッセージ」などの様々な情報を提供
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○○市の防災関連リンク

○○市

「マイ避難カード」作成

自らの逃げ時や避難場所を
記載するカード

避難情報や気象情報など

をプッシュ通知

最寄りの避難場所の
地図表示

12外国語対応

音声読み上げ

防災情報リンク
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ご清聴、ありがとうございました。


